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ま
だ
珍
し
か
っ
た「
地
域
博
物
館
」

平
塚
に
博
物
館
を
つ
く
る
準
備

が
進
ん
で
い
た
と
き
、
博
物
館
建

設
準
備
室
職
員
が
考
え
た
こ
と
は

平
塚
の
博
物
館
を「
地
域
博
物
館
」

に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

「
地
域
博
物
館
」と
は
、
そ
の
地

域
に
住
ん
で
い
る
人
が
、
そ
の
地

域
の
こ
と
を
知
る
た
め
に
利
用
す

る
博
物
館
の
こ
と
で
す
。
こ
う
し

た
考
え
を
打
ち
出
し
た
博
物
館

は
、
計
画
が
進
ん
で
い
た
一
九
七

〇
年
代
当
時
、
日
本
で
は
ご
く
わ

ず
か
で
し
た
。

始
ま
り
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
か
ら

全
国
で
も
珍
し
い「
地
域
博
物

館
」と
し
て
開
館
し
た
博
物
館
の

最
初
の
課
題
は
、
地
域
の
み
な
さ

ん
に
い
か
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う

か
、
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
ま

ず
、
入
館
は
無
料
に
し
、
特
別
展

を
開
き
ま
し
た
。
ま
た
自
分
の
好

き
な
分
野
を
深
く
学
べ
る
よ
う
行

事
を
活
発
に
開
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
常
設
展
の
展
示
替
え
も
考
え
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
に
博
物
館
に
親

し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
開
館
し
て

数
年
間
の
活
動
は
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
中
心
に
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

や
が
て
市
民
協
働
の
考
え
方
へ

し
か
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
活
動
を
し
て
い
く
中
で
職

員
の
意
識
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
市
民
と
一
緒
に
活
動
を
す
る

こ
と
が
大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と

も
あ
る
。
そ
う
気
付
い
た
の
は
、

開
館
後
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
で

す
。
以
降
、
博
物
館
の
活
動
は
サ

ー
ビ
ス
よ
り
も
協
働
へ
と
色
合
い

を
変
え
て
い
き
ま
す
。
職
員
が
地

域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
調
査
を

進
め
一
冊
の
本
を
作
る
、
ま
た
特

別
展
を
開
催
す
る
な
ど
、
館
内
の

サ
ー
ク
ル
か
ら
市
民
協
働
の
成
果

が
次
々
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
市
民
主
導
の
活
動
も

現
在
の
博
物
館
で
は
、
そ
う
し

た
協
働
か
ら
さ
ら
に
進
ん
だ
市
民

主
導
の
活
動
も
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
館
内
サ
ー
ク
ル
の
会
員
が
主

体
と
な
っ
た「
博
物
館
ま
つ
り
」。

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
、
職

員
と
市
民
が
刺
激
し
合
え
る
環
境

が
館
内
に
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

市
民
と
の
協
働
。
こ
う
し
た
行
政
の
あ
り
方
に
以
前
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
施
設
が
博
物
館
で
す
。「
相
模
川
流
域
の
自
然

と
文
化
」と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
地
域
に
密
着
し
な
が
ら
活

動
し
て
き
た
博
物
館
が
、
今
年
五
月
、
開
館
三
〇
周
年
を
迎
え

ま
す
。
二
月
十
一
日（
祝
）か
ら
、
そ
れ
を
記
念
し
、
館
内
で

特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
博
物
館（
1
33
ー
５
１
１
１
）

わたしたちのサークルは、相模川流域から採取し
てきた石を博物館の資料として細かく分類していま
す。石は植物などと違い外見だけで種類を判別する
のが難しく、ときには百分の一ミリメートル単位に
まで削り、顕微鏡で調べます。それには大変な根気
が必要ですが、地質についていろいろ教えてくれる
学芸員と一緒に、楽しみながら活動しています。わ
たしたちが分類した石が、地学を勉強したい人の役
に立てばと思っています。

毎年一つのテーマで市内の動植
物の分布調査をする「みんなで調
べよう」。（2003年5月・博物館内）
惑星・星雲などを観察する「星

を見る会」。（1986年8月・館屋上）
縄文土器作り・お飾り作りなど
を通して先人の技術・知恵を学ぶ
「体験学習」。（1997年8月・館内）
博物館開館前から活動した「自

然観察会」。その後、いろいろな
行事に発展している。（1975年7
月・大磯町照ヶ崎）
市内の信仰対象石造物を調査す
る「石仏を調べる会」。目録集「平
塚の石仏」を刊行している。（2001
年5月・北金目）

博物館30年、市民とともに博物館30年、市民とともに博物館30年、市民とともに
■会場 博物館特別展示室・入場無料
■時間 午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
■休館日 月曜日
【第１期】写真とポスターで見る博物館30年展
開館以来の活動を写真やポスターで振り返ります。
会期 ２月11日（祝）～３月12日（日）

【第２期】第７回博物館まつり
博物館の行事やサークル活動の成果を紹介します。
会期 ３月18日（土）～４月２日（日）
活動発表会は４月１日（土）

【第３期】コレクションで見る博物館30年展
30年の活動の中で蓄えた資料を紹介します。
会期 ４月８日（土）～５月14日（日）

●記念行事
【寄贈品コーナー　天文現象30年】
開館以来平塚で見られた天文を写真で紹介します。
会期 ２月１日（水）～２月28日（火）

【学芸員発表会】
各分野の学芸員が日ごろの調査内容を紹介します。
期日 ４月15日（土）

【博物館こどもまつり】
小・中学生を対象に多くのイベントを開催します。
期日 ５月６日（土）・７日（日）

22月月1111日日（（祝祝））からから

博博博博
物物物物
館館館館
三三三三
〇〇〇〇
年年年年
のののの
ああああ
ゆゆゆゆ
みみみみ

石の分類調査をしている博物館のサークル
平塚地質調査会のみなさん

左から加藤欽一さん（中原一丁目）、吉村國見さん
（茅ヶ崎市）、芹澤宣子さん（片岡）

一
九
七
六
年
五
月
　
平
塚
市
博
物
館
落
成
。
職
員
12
人

第
１
回
特
別
展「
相
模
川
の
舟
と
漁
」開
催

（
写
真

）。
現
在
ま
で
特
別
展
は
93
回
開
催
　

「
星
を
見
る
会
」始
ま
る

「
古
文
書
講
読
会
」始
ま
る

「
体
験
学
習
」始
ま
る

一
九
七
八
年
四
月
　
博
物
館
法
に
よ
る
登
録
博
物
館
と
し
て
文

部
省
よ
り
認
可（
神
奈
川
県
13
号
）

「
み
ん
な
で
調
べ
よ
う
」始
ま
る

七
月
　
初
の
博
物
館
実
務
実
習
生
受
け
入
れ
。
以

降
毎
年
15
人
前
後
を
受
け
入
れ
る

一
九
七
九
年
四
月

「
石
仏
を
調
べ
る
会
」始
ま
る

八
月

「
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」始
ま
る（
〜
九
〇
年
）

一
九
八
〇
年
三
月
　
手
作
り
の
天
体
観
測
用
ド
ー
ム
が
完
成

一
九
八
一
年
三
月
　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ
刊
行

七
月
　
第
１
次
常
設
展
示
替
え
工
事
に
よ
り
新
装

一
九
八
三
年
四
月

「
天
体
観
察
会
」始
ま
る

一
九
八
四
年
一
月
　
移
動
博
物
館
開
催

一
九
八
六
年
七
月
　
第
２
次
常
設
展
示
替
え
工
事
に
よ
り
新
装

一
九
八
七
年
三
月
　
入
館
者
100
万
人
を
達
成（
写
真

）

四
月

「
相
模
川
を
歩
く
会
」始
ま
る（
〜
九
四
年
）

一
九
八
八
年
一
月
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
改
装

一
九
八
九
年
四
月

「
平
塚
の
空
襲
と
戦
災
を
記
録
す
る
会
」始
ま
る

一
九
九
〇
年
四
月

「
漂
着
物
を
拾
う
会
」始
ま
る

一
九
九
一
年
四
月

「
相
模
川
の
生
い
立
ち
を
探
る
会
」始
ま
る

一
九
九
二
年
四
月
　
第
３
次
常
設
展
示
替
え
工
事
に
よ
り
新
装

「
古
代
遺
跡
を
探
す
会
」始
ま
る

一
九
九
四
年
三
月
　
相
模
川
を
歩
く
会
の
会
員
が
調
査
や
執
筆

に
参
加
し
た「
相
模
川
事
典
」を
刊
行

一
九
九
六
年
五
月
　
20
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
す
べ
て
の
ま

ち
に
博
物
館
を
」開
催

一
九
九
八
年
五
月
　
第
４
次
常
設
展
示
替
え
工
事
に
よ
り
新
装

二
〇
〇
〇
年
二
月
　
第
１
回
博
物
館
ま
つ
り
開
催

二
〇
〇
一
年
七
月
　
入
館
者
200
万
人
を
達
成

二
〇
〇
五
年
三
月
　
第
５
次
常
設
展
示
替
え
工
事
に
よ
り
新
装

二
〇
〇
六
年
五
月
　
博
物
館
開
館
30
周
年
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平塚市の人口と世帯数 
＜平成18年1月1日現在＞

●人口：259,110人　

男 132,129人 女 126,981人

●世帯：100,055世帯

開館30周年記念展 開館30周年記念展 
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休館日/月曜日 

総合公園は電気点検作業のため、

園内全施設（公衆トイレを含む）が使

用できなくなります。

期日 ２月６日（月）

□問 総合公園管理事務所（135－2233）

地元産の野菜や魚などを集めた朝

市で平塚の味をお楽しみください。

日時 ２月26日（日）午前７時～８時

30分

会場 総合公園南駐車場

□問 産業政策課（135－8101）

日時 ２月18日（土）正午開演

会場 南足柄市文化会館大ホール

出演団体 前鳥座（平塚市）ほか

演目 傾城
けいせい

阿波
あ わ

の鳴
なる

門
と

巡礼
じゅんれい

唄
うた

の段
だん

ほか

□問 社会教育課（135－8124）

日時 ２月12日（日）午後１時30分～４時

会場 大原公民館

内容 留学生によるスピーチ、留学

生との懇談会

定員 80人（先着順）

参加費 300円

□申 交流親善課（125－2520）へ

１人の棋士が３人の参加者を相手

に囲碁を打ちます。

日時 ①２月12日②２月19日③２月

26日の日曜日

１回目：午後１時30分～２時50分

２回目：午後３時～４時20分

会場 木谷實・星のプラザ

出場棋士 ①吉田洋逸五段・向井千

瑛初段・向井芳織初段②小松英子三

段・佐藤真知子二段・小林孝之二段

③尚司和子三段・穂坂繭三段・柴田

寛二二段

２月19日（日）は「第５回湘南ひら

つかハーフマラソン大会」開催に伴

い、コース（下図参照）とその周辺の

交通を規制します。規制区域内では、

午前９時から11時まで一時通行止め

になります。この時間帯は、コース

周辺への車の乗り入れを控えるよ

う、ご協力をお願いします。力いっ

ぱい走る選手に沿道から熱い声援を

お送りください。

□問 スポーツ課（131－3060）

日時 ①２月２日（木）②２月８日

（水）③２月16日（木）④２月22日(水)、

午後１時30分～３時30分

会場 ①旭北公民館②中原公民館③

金田公民館④花水公民館

□問 青少年相談室（134－7311）

10時15分

参加料 300円（当日お持ちください）

２．はつらつ水中体操教室（定員 40人）

日時 ３月８日～29日の水曜日、午

前10時15分～11時（全４回）

参加料 3,000円

ハイキングコースから曽我の梅林

を訪ねます（参加自由・弁当持参）。

期日 ２月19日（日）※当日の降水確

率50％以上の場合、26日（日）に延期

集合 平塚駅北口改札前午前８時、

または国府津駅改札前午前８時30分

参加料 400円、交通費実費

□問 スポーツ課（131－3060）

日時 ２月７日と21日の火曜日、午

前９時～午後５時

種目 卓球、バドミントン、ソフトテ

ニス、バレーボールほか（用具持参）

開放施設 アリーナ４面のうちの２面

□問 馬入ふれあい公園管理事務所（125－0011）

日時 ２月19日（日）午後２時～４時30分

会場 教育会館

内容 （仮称）次期平塚市総合計画一

次素案の概要説明、市民と市の協働

の取り組み事例の紹介

定員 200人（当日会場にて先着順）

※未就学児の保育を希望する方は２

月10日（金）までにお申し出ください

□問 企画課（121－8760)

今年で第56回を迎える「湘南ひら

つか七夕まつり」は、７月６日（木）か

ら４日間、開催します。

日程 ７月６日（木）～９日（日）

□問 商業観光課（135－8107）

傍聴を希望する方は、当日午後１

時までに会場へ（10人・抽選）。

日時 ２月３日（金）午後１時30分～

３時

会場 市役所南附属庁舎２階E会議室

□問 介護保険課（121－8790）

提供個数 50個（抽選）

展示場所 リサイクルプラザ

展示期間 ２月1日（水）～２月10日

（金）、午前９時～午後４時（最終日

は正午まで）

費用 修理費程度（リサイクル協力金)

申し込み 展示期間中に現品を確認

し、申込用紙（1人1点限り）を提出

□問 リサイクルプラザ（151－5301）

手貼
は

り付け）を同封し、日本赤十字

社神奈川県支部水上安全法係（〒

231－8536横浜市中区山下町70－７)へ

□問 生活福祉課（内線2210)

日時 ２月25日（土）午後１時30分～

４時

会場 ひらつか市民活動センター

講師 木幡孜さん（元神奈川県水産

総合研究所研究部長）ほか

内容 相模湾から見た日本の漁業と

世界の水産

定員 80人（先着順）

□申 電話またはファクス・Ｅメール

に住所・氏名を記入し、環境政策課

（内線2330・621－9603・ kankyo

－s@city.hiratsuka.kanaga

wa.jp）へ

日時 ３月５日（日）午前10時開始

会場 勤労会館

内容 A級（１～５級）戦、B級（６～

10級）戦、C級（11～18級）戦、D級

（19～25級）戦

定員 280人（先着順）

参加費 2,000円（高校生以下1,000円）

□申 往復はがきに必要事項・申告級

を記入し、文化財団（〒254－0045見

附町15－1・132－2237）へ

日時 ３月７日（火）午後６時30分～

８時30分

会場 ひらつかスカイプラザ

講師 田村亜紀さん（湘南ステーシ

ョンビル㈱ラスカCS推進室室長）

定員 100人（先着順）

□申 商業観光課（135－8107）へ

日時 ３月７日～５月30日（５月２

日は除く）の火曜日、午前９時30分

～11時30分、全12回

会場 木谷實・星のプラザ

講師 加藤次子さん、飯田蓉子さん

（いずれもアマチュア女性講師）

対象 初心者の女性、18人（先着順）

参加費 4,000円（パソコン囲碁入門

ソフトまたは入門書代込み）

□申 文化財団（132－2237）へ

３月19日（日）に神奈川大学湘南キ

ャンパスで開催する「交流祭」のボラ

ンティアスタッフを募集します。

募集内容 ①パートナーボランティ

ア：障害がある方と一緒にアトラク

ションを回る方②アトラクションボ

ランティア：交流祭のアトラクショ

ンをスタッフと一緒に運営する方

対象 中学生以上の方

参加費 300円（昼食・保険料含む）

メール 

申し込み ①は３月15日(水)②は２

月28日（火）までに、神奈川大学での

説明会や社会福祉協議会ボランティ

アセンターなどで配る申込用紙を、

郵送などで神奈川大学湘南ひらつか

キャンパス交流祭プロジェクトチー

ム（〒259－1205土屋2946）へ

□問 ボランティアセンター(133－2333)

対象 昭和25年４月２日～昭和63年４

月1日に生まれ、栄養士の資格があ

り、集団給食の指導実務経験がある方

勤務日 週５日、午前８時～午後２

時45分

賃金 月給158,900円（予定）

雇用期間 ５月１日～平成19年３月

31日（予定）

第１次試験日 ２月11日（祝）

□申 ２月1日（水）～７日（火）に、受

験申込書を、本人が直接教育総務課

（豊原分庁舎１号館２階・1 35－

8113）へ

種別 スコアボード掲示員（選手名

筆耕）、スコアボード点示員（得点操

作）、放送員（野球場アナウンス）

応募資格 市内在住・在勤・在学の

高校生以上の方（各５～６人・抽選）

派遣料 時給700円

□申 ２月15日（水）～28日（火）に、総

合公園管理事務所（135－2233）へ

日時 ２月10日（金）午後２時～４時

会場 ひらつかスカイプラザ（入場

自由）

内容 地域で暮らす障害者の声

□問 障害福祉課（121－8774）

日時 ３月11日（土）午前10時～正午

会場 ひらつかスカイプラザ

定員 150人（先着順）

□申 基幹型在宅介護支援センター

（福祉会館内・133－2334）へ

日時 ２月21日（火）午前９時30分～

正午※当日の降水確率40％以上の場

合、22日（水）に延期

集合 保健センター、午前９時

コース 保健センター…高麗大橋…

花水川河口…太平洋岸自転車道…大

磯港…大磯駅（約6.5㎞）

□問 保健センター（134－0311）

ゆめクラブ湘南平塚（老人クラブ）

に入って、毎日を楽しみませんか。

対象 19路盤で囲碁が打てる方

定員 各日18人（抽選）

申し込み 当日午後１時に木谷實・

星のプラザ前に集合

□問 文化財団（132－2237）

日時 ①２月22日②３月１日③３月

８日の水曜日、午後６時30分～８時

30分、全３回（１日のみの受講も可）

会場 勤労会館

内容 ①経済と労働はどう変わる②高

年齢者雇用確保義務化と制度見直し

のポイント③広がる派遣労働の問題点

定員 各40人（先着順）

□申 電話またはファクス・Ｅメール

に必要事項と希望講座名・職業を記

入し、勤労会館（132－3355・631－

3266・ kinro@city.hiratsuka.

kanagawa.jp）へ

パソコンの操作を学び、企業経営

に役立ててみませんか。

日時 ①３月１日（水）②３月２日

（木）③３月３日（金）、午前９時30分

～午後４時30分

会場 パソコンスクールサンビジネ

ス（代官町10－21）

コース ①エクセル基礎コース②エ

クセル中級コース③ワード中級コース

対象 市内在住・在勤で中小企業の

経営に携わり、パソコンで文字入力

ができる方

定員 各コース20人（先着順）

教材費 ①③1,050円②1,500円

□申 工業労政課（135－8109）へ

日時 ２月21日（火）～24日（金）、午

前９時～午後５時、全４回

会場 総合体育館温水プール

対象 18歳以上で泳げる方、30人

（先着順）

教材費 1,500円

申し込み　封書に必要事項・生年月

日・性別・水上安全法受講希望を記

入したものと、返信用封筒（80円切

メール 

対象 60歳以上の方（60歳未満の方

も賛助会員として入会できます）

活動内容 地域での奉仕活動、サー

クル活動への参加など

□問 福祉会館（136－7227）

日時 ２月７日（火）・10日（金）・13

日（月）・20日（月）・23日（木）、午前

10時～午後３時30分

会場 JR平塚駅北口

会場は平塚総合体育館。お申し込

みは、２月15日（水）までに、はがき

または申込書に教室名・必要事項

（氏名にはふりがな）を記入し、スポ

ーツ振興財団（〒254－0074大原1－

1・135－0102）へ。抽選。

1．けんこつ体操教室（定員 40人）

日時 ３月３日（金）午前９時15分～

ハーフマラソンで交通規制

健康ウォーキング

再生家具を提供します

スポーツ教室に参加しよう

平成18年2月１日 ２３ 広報ひらつか　第808号（1日・15日発行） 平塚市役所　〒254－8686 浅間町9－1 電話23-1111・FAX23-9467 http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/

会場 寒川取水堰
せき

周辺

定員 30人（抽選）

締め切り　２月10日（金）

●体験学習「竹細工・花かごを作ろう」
日時 ３月４日（土）午前９時30分

～正午

定員 15人（抽選）

参加費 100円

締め切り　２月20日（月）

★びわの里フェスティバル
日時 ２月18日（土）午前９時30分

～午後３時

会場 びわ青少年の家（土屋）

内容 もちつき、クラフト

対象 市内在住の小・中学生とそ

の保護者、50人（先着順）

参加料 500円（小学生は200円）

□申 ２月４日（土）から、参加料を

添えて直接青少年会館へ

★ジュニアリーダー養成講習会
講習期間 ４月～12月（全８回）

内容 キャンプ、ゲーム講習会など

対象 市内在住の中学生（平成18年

４月の時点で）、50人（先着順）

□申 青少年会館・公民館・学校に

ある申込書に必要事項を記入し、

直接青少年会館へ

★臨時職員「見守る人」を募集
勤務地 みなと子どもの家（高浜

台27－５）

勤務内容 青少年への遊び方の指

導・注意や簡単な事務など

対象 太洋中学校区やその周辺に

在住し、徒歩・自転車で通勤でき

る40歳までの方、１人（面接）

賃金 時給775円

□申 ２月14日（火）までに、市販の

履歴書を、直接青少年会館へ

★バウンドテニス教室
日時 ２月18日～３月18日の土曜

日、午後１時～３時、全５回

会場 青少年会館体育館

対象 市内在住の小学校４～６年

生、20人（先着順）

□申 電話または直接青少年会館へ

★ブックスタート参加予約受け付け
日時 ①２月15日(水)午前10時～

正午②２月18日(土)午前10時～11

時30分③２月18日（土）午後１時30

分～３時30分④２月22日（水）午前

10時～正午

会場 ①金目公民館②③中央図書

館④西図書館

対象 市内在住の平成17年４月1

日以降に生まれたお子さんとその

保護者

□申 電話で中央図書館へ

★中央図書館２月の展示コーナー
26日（日）まで「子どもの安全・安

心に関する本」(貸出室)

26日（日）まで「おおかみがきた！」

（こども室）

★中央図書館２月の映画会
上映日時 ２月４日～26日の土・

日曜日、午後２時

※上映内容はお問い合わせください

★中央図書館こども室おはなし会
日時 毎週水曜日、午後３時30分

～４時

★南図書館の臨時休館
期日 ２月19日（日）

★２月の市民アートギャラリー
１日～５日　香雲＆紅水書友展

８日～12日　心創展・アート21油

彩画展

15日～19日　なかよし作品展

22日～26日　中学校美術展

28日～３月５日　銀杏カルチャー

教室絵画展

★２階展示室は休室しています
期間 ３月31日（金）まで

〒２５４-００４１浅間町１２-４１ 
1３１-０４１５ 6３１-９９８４ 
休館日/ 月曜日、28日  

〒２５４-００４１浅間町１２-４１ 
1３２-７０２９ 6３１-１４４１ 

休館日/月曜日 

湘南ひらつかふれあいマーケット

〒２５４-００４１浅間町１２-４１ 
1３３-５１１１ 6３１-３９４９ 

休館日/月曜日 

●の催しは申し込み制です。往復は

がきに必要事項を記入し、博物館へ

★３階の天文展示が新しくなります
期日 ２月11日（祝））から

★プラネタリウム（観覧料100円）
「２月の天文現象」

投影日 ２月４日（土）午後２時

「アクアマリンと行く 南半球の星空」

投影日 ２月11日～４月９日の土

・日曜日、午前11時と午後２時

★プラネタリウムで宇宙を学ぶ会（参加自由）
「太陽」

日時 ２月26日（日）午後３時30分

～４時30分

★春のミニ文化祭
「藤沢市川名緑地の自然」

会期 ２月12日（日）～28日（火）

★ろばたばなし（参加自由）
日時 ２月19日（日）午後１時20分

と３時

★漂着物を拾う会（参加自由）
日時 ２月４日（土）午前９時30分

～11時

会場 虹ケ浜海岸

※初参加の方はお申し込みください

●自然の新聞を作る会
日時 ２月18日（土）午後1時～４時

ひらつかアリーナの無料開放

平塚あるく会2月例会

七夕まつりの日程が決まりました

神奈川大学交流祭ボランティア

説明会「変わります！介護保険制度」

相模人形芝居大会

総合公園が休園します

障害者を支える地域福祉講演会

青少年非行防止パネル展と
青少年出張窓口相談

傍聴できます
介護保険運営協議会

東海大学・神奈川大学
留学生と語ろう会

献血にご協力ください

女性のための
やさしい囲碁入門教室

老後を楽しく「ゆめクラブ」

おすすめ番組チェック 

二宮 吾妻山☆菜の花まつり 
はな な  あづまやま 

立春を迎えた吾妻山公園周辺を会場に
「菜の花まつり」を開催します。360度の
大パノラマと春風に揺れる３万本の菜の
花をお楽しみください。駐車場はありま
せんので電車やバスでどうぞ。二宮駅北
口から公園入口までは徒歩５分。駅の北
側が吾妻山です。
日時 ２月11日（祝）・12日（日）、午前10時
～午後３時
□問　二宮町企画室（171－3311）

中小企業経営者研修講座

平塚競技場 
スタート・ゴール 

渋田川渋田川 
東豊田東豊田 

渋田大橋渋田大橋 

城島小学校城島小学校 
● 

西沖田西沖田 

新町新町 

平塚市平塚市 
総合公園総合公園 
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道
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道
・
大
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県道県道・藤沢伊勢原線藤沢伊勢原線 県道・藤沢伊勢原線 

●城島公民館 
城島小学校 
● 

真土真土・金目線 真土・金目線 

湘南車検場● 

市川商事● 

渋田川 
東豊田 

西沖田 

新町 

渋田大橋 

平塚市 
総合公園 

三菱樹脂 
● 

ローソン 
● 

ローソン 
● 

N

県
道
・
大
島
明
石
線 

東海道新幹線東海道新幹線 東海道新幹線 

木谷實・星のプラザ開設１周年
木谷門下生による指導碁教室

相模川湘南地域協議会フォーラム

共同調理場栄養士嘱託員

湘南ひらつか囲碁級位認定大会

労働セミナー

見つけませんか お客様とお店をつなぐもの
商業経営セミナー

日赤水上安全法
救助員養成講習

平塚球場・競技場技術員

□問 社会教育課（135－8123）または各公民館□問 美術館（135－2111）

日ごろ、公民館で生涯学習やサークル活動
をしているみなさんの活動・成果の発表や模
擬店など、趣向を凝らしたイベントを開催し
ます。ぜひ、ご家族おそろいでお出かけくだ
さい。

市民と市の協働のあり方を探る
平塚市総合計画フォーラム

日　時 ２月18日（土）午後２時開演
会　場 美術館テーマホール
演　奏 ルイーズ・トリオ

高梨真実（ヴァイオリン）
峯麻衣子（ピアノ）
大澤哲弥（チェロ）

曲　目 ・「ピアノ三重奏NO.1」より…シューマン
・超絶技巧練習曲第12番…リスト
・白鳥…サン・サーンス
・タイスの瞑

めい

想
そう

曲…マスネ
・間奏曲…マスカーニ
・「冬のソナタ」より

座席数 100席（先着順）、それ以外は立ち見となります
※開場は午後１時30分からです

日　　　程 会　　　　場

◆市の広報ビデオが県で最優秀賞！

「あじさいの咲く河内川」
「平成17年神奈川県広報コンク－ル」の映像部
門で、汚れた川の再生に取り組んだ地域の活動
をテーマとした作品「あじさいの咲く河内川」
が最優秀賞に選ばれました。この作品は、
（社）日本広報協会主催の全国広報コンクールに
神奈川県より推薦され、審査を受けることにな
ります。
平塚市では、移り変わる市の姿や歴史・文化

などを、市民のみなさんに映像を通して分かり
やすく伝えるため、広報ビデオを企画・制作し
ています。SCN湘南チャンネルで、広報番組を
毎日放送していますので、ぜひ、ご覧ください。
また、番組のバックナンバー（VHSテープ）は、
図書館で貸し出しているほか、最新作は広報課
でも貸し出していますので、ご利用ください。

・TAIKEN通信VOL．47

「青果市場体験！」（新作）
青果市場には、平塚産をはじめ築地などから毎
日、野菜や果物の荷が集まり、小売店などに買い
取られ店頭に並びます。今回、二人の若者が青果
市場の作業にチャレンジします。奮闘ぶりに注目
です。
《放送日：水・金・土曜日午後１時ほか》 レモンの袋詰めをする二人

□問 広報課（121－8761）

2月18日（土）・25日（土）・26日（日）・
3月5日（日）
2月19日（日）・25日（土）・26日（日）
2月24日（金）～26日（日）
2月25日（土）・26日（日）
2月26日（日）・3月4日（土）・5日（日）
3月4日（土）・5日（日）

3月11日（土）・12日（日）

四之宮

岡崎
須賀
松原・花水・松が丘・南原・横内・城島・土屋・旭北
大野
崇善・富士見・なでしこ・八幡・大原・神田・豊田・
金目・金田・吉沢・旭南
中原・大神

東京藝術大学音楽学部の現役大学生グループが、光の差し込む美術館
１階テーマホールでコンサートを開きます。どうぞ、お楽しみください。



火災のないまちを願って
1月14日（土）・消防出初式（総合公園）

今回は、市民カメラ特派員の相原綾子さん（土屋）が
取材、編集しました。子どもたちも出初式を盛り上げました
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）０
７
９
１

●
英
会
話
に
挑
戦

毎
週
木
曜
日
、
午
後
２
時
30
分

〜
４
時
／
旭
南
公
民
館
／
３
人（
先

着
順
）／
月
会
費
三
千
円
／
□問
木
曜

英
会
話
会
の
神
田
1（
32
）７
２
９

９●
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
の
会
員
に

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
、
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
／
中
央
公
民

館
／
月
会
費
四
千
円
／
□問
ト
ー
ル

ペ
イ
ン
ト
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
レ
ー
ス

の
吉
川
1
090
―
8438
―
3598

●
女
性
の
た
め
の
着
付
け

普
段
着
、
浴
衣
、
留
袖

と
め
そ
で

の
着
付

け
／
毎
月
２
回
木
曜
日
、
午
後
１

時
〜
３
時
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
25

人（
先
着
順
）／
月
会
費
一
千
円
／

□問
着
付
け
サ
ー
ク
ル
よ
そ
お
い
の

藤
山
1（
22
）６
４
５
１

●
介
護
予
防
対
策
講
座

脳
・
筋
力
ア
ッ
プ
、
栄
養
改
善

な
ど
／
２
月
８
日（
水
）か
ら
全
４

回（
１
回
の
み
の
参
加
も
可
）／
伸

生
会
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
／
70
人

（
先
着
順
）／
無
料
／
□問
平
塚
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の

橋
1（
31
）６
９

７
９

●
子
育
て
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

１
〜
４
歳
児
と
そ
の
母
親
／
毎

月
第
１
・
２
月
曜
日
と
毎
月
第
４

金
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
／
中

原
公
民
館
／
入
会
金
五
百
円
、
月

会
費
二
百
五
十
円
／
□問
ア
イ
ア
イ

の
藤
原
1（
36
）８
４
３
８

●
よ
さ
こ
い
踊
り
を
踊
ろ
う

毎
月
１
回
土
曜
日
ま
た
は
日
曜

日
、
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
／
江

陽
中
学
校
／
□問
湘
南
よ
さ
こ
い
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
チ
ー
ム
の
米
沢
1
090

―
1542
―
2160

●
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
メ
ン
バ
ー
に

３
月
に
開
催
す
る
全
国
小
学
生

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
向

け
て
県
大
会
の
た
め
の
メ
ン
バ
ー

を
募
集
／
小
学
校
４
〜
６
年
生
／

毎
週
金
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９
時

ほ
か
／
崇
善
小
学
校
ほ
か
／
参
加

費
二
千
円
／
□問
Ｗ
・
Ｏ
・
Ｆ
・
の
原
澤

1
090
―
1263
―
3317

●
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

①
４
〜
８
歳
②
９
歳
以
上
／
毎

月
３
回
火
曜
日
、
午
後
６
時
〜
７

時
／
ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ
／
①
月

会
費
三
千
円
②
月
会
費
五
千
円
、

①
②
保
険
料
一
千
五
百
円
／
無
料

体
験
あ
り
／
□問
フ
ァ
ン
キ
ー
バ
タ

フ
ラ
イ
の
石
井
1（
54
）１
５
３
９

●
楽
し
く
ゴ
ス
ペ
ル
を

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
、
午
後

６
時
30
分
〜
８
時
30
分
／
市
民
セ

ン
タ
ー
／
入
会
金
二
千
円
、
月
会

費
三
千
円
／
□問
ゴ
ス
ペ
ル
サ
ー
ク

ル
ジ
ョ
イ
フ
ル
の
山
崎
1（
54
）１

２
５
８

●
愛
唱
歌
を
歌
い
ま
せ
ん
か

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
／
青
少
年
会
館
／

月
会
費
二
千
円
／
見
学
可
／
□問
フ

レ
ン
ズ
歌
の
会
の
岡
本
1（
32
）６

２
２
５

●
音
楽
に
合
わ
せ
て
遊
ぼ
う

２
〜
４
歳
児
と
そ
の
保
護
者
／

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
、午
前
10
時

〜
正
午
／
松
原
公
民
館
／
月
会
費

二
千
五
百
円
／
□問
ひ
よ
こ
リ
ト
ミ

ッ
ク
の
加
世
田
1（
33
）３
０
４
５

●
写
真
展「
刻と

き

の
あ
ゆ
み
」

２
月
９
日
（
木
）〜
14
日
（
火
）、

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
30
分（
最

終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）／
ひ
ら

つ
か
市
民
プ
ラ
ザ
／
□問W

e

―
写

楽
の
近
藤
1（
31
）８
１
５
５

●
世
界
の
客
船
写
真
展
示
会

２
月
１
日（
水
）〜
28
日（
火
）、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）／
平
塚
本
宿

郵
便
局
／
□問
府
川
義
辰
1（
33
）５

６
６
５
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金
目
川
に
架
か
る
観
音
橋

※昔の懐かしい写真を募集し
ています。郵送またはＥメー
ルに写真データを添付し、広
報課「写真館・ひらつか今昔」
写真募集係（〒254－8686浅
間町9－1・ koho＠city.
hiratsuka.kanagawa.jp)
へご応募ください。
□問 広報課（121－8761）写真提供は土方保造さん（上吉沢）

サ
ー
ク
ル
掲
示
板

広
報
課
に
あ
る
掲
載
依
頼
書
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

初
め
て
掲
載
を
依
頼
す
る
場
合
に

は
会
則
ま
た
は
設
立
趣
意
書
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
期
間
】

掲
載
希
望
月
の
二
か
月
前
の

一
日（
休
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
一

日
以
降
最
初
に
開
庁
す
る
日
）

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
先
着
順
で

二
○
団
体
。

【
掲
載
で
き
る
回
数
】

同
一
団
体
の
掲
載
は
、
四
月
か

ら
翌
年
三
月
の
間
ま
で
に
二
回
を

限
度
と
し
ま
す
。
ま
た
、
一
回
目

の
掲
載
後
、
三
か
月
以
上
間
隔
を

お
く
こ
と
と
し
ま
す
。

【
掲
載
で
き
る
も
の
】

会
場
が
公
共
施
設
で
、
活
動
や

発
表
場
所
・
連
絡
先
が
平
塚
市
内

で
あ
る
こ
と
な
ど
。

□問

広
報
課
1（
21
）８
７
６
1

今回の出初式は、「あなたです火のあるく
らしの見はりやく」を合言葉に約800人が参
加しました。大勢の人たちが見守る中での
はしご乗りに続いて、はっぴ姿のかわいい
幼稚園児の鼓笛隊による演奏や消火訓練な
どがあり、最後の一斉放水は色とりどりの
水しぶきがあがりました。
市民の安全を守るため、気持ちを新たに
力強く演技を披露していました。

最
後
の
一
斉
放
水
は
華
や
か
に

力
を
合
わ
せ
て
放
水

昭和27年3月、雪が降
ったので、ぜひ雪景色
を撮影したいと思いこ
の場所を選びました。
橋は今よりも下流に架
かっていて、当時、金
目観音の隣に金目村役
場がありました。

緊張に包まれながらのはしご乗り「二
に

本
ほん

腹亀
ふく が め

」（上）と「一本遠
いっぽ ん と お

見
み

のくずし」（左）

明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
　
入
賞
お
め
で
と
う

明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
　
入
賞
お
め
で
と
う

平
塚
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
呼
び
か
け
に
、
今
年
は
三
十
二
点

の
応
募
が
あ
り
次
の
み
な
さ
ん
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

標語に入れた「たしかな心と
目」で、特に若い人たちに選挙
に参加してほしいという気持ち
から応募しました。投票する一
票が、わたしたちの日々の生活
だけでなく、これからの未来に
もつながっていることをいつも
忘れずにいたいですね。

最優秀賞の森田廣美さん

明るい選挙推進協会キャラクターの
ただしくん（右）・メイちゃんと一緒に

▲

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
内
線
２
１
０
３
）

◆
最
優
秀
賞

こ
の
一
票
た
し
か
な
心
と
目
を
持
っ
て

（
森
田
廣
美
さ
ん
・
小
鍋
島
）

◆
優
秀
賞

一
票
を
投
じ
て
変
え
よ
う
あ
な
た
の
未
来

（
齋
藤
優
子
さ
ん
・
公
所
）

一
票
の
重
み
忘
れ
ず
棄
権
せ
ず

（
小
嶋
ス
ミ
子
さ
ん
・
御
殿
一
丁
目
）

◆
優
良
賞

棄
権
す
な
一
票
が
政
治
の
明
日
の
希
望
の
燈ひ

（
飯
尾
和
敏
さ
ん
・
千
石
河
岸
）

み
ん
な
笑
顔
の
明
る
い
社
会
大
き
な
力
こ
の
一
票

（
山
田
尚
尾
さ
ん
・
田
村
八
丁
目
）
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